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●私は今回６人の作文を聞

いて、さまざまな人権につい

て勉強することができまし

た。特に印象的だったのが、

「人種差別について」の発表

でした。「○○人だから」と

いう言葉が、私は好きではあ

りません。「自分の国のこと

じゃないから大丈夫」ではな

くて、人種差別は世界の問題

だと私は考えます。なぜ、生

まれた国だけで差別を受け

なければならないのか。私はそんな世界を変えていきたい。でも、私一人で変え

て行くなんて絶対に無理です。だから私は、少しでも人種差別への考え方が変わ

ることを願って、家族や友だちなどたくさんの人たちにその考えを伝えていきた

い。私はそう思います。この世界で生きている人たち全員が平等な生活を送れる

ようにしていきたいです。

(１組)●６人の意見作文を

聞いて、人権は今、本当に

尊重されているのか、人権

をけがしていないのか、け

がされていないのか、を改

めて考えさせられました。

いじめや偏見、差別は、時

間がたてばなくなるもの

ではなく、加害者は気づい

ていないことが多く、被害

者が逃げ場を失うことが

大半だと思います。そんな

時に、見た目や間違った「当たり前」を基準に、その人を避けることなく、声を

かけることが大切なのだと実感しました。事が終わってから、言い訳はいくらで

もできるけれど、もし声をかけられたのなら、後悔は少しでも減らせると思いま

す。私も行動に移せる人になりたいです。(１組)●今回の６人の発表を聞いて、

一人一人に違う考えや違う思いがあるんだなと思いました。いろいろな人と実際

に会って話をすることによって、その人の本当にしてほしいことが分かるように

なります。その人が生まれ

た地域や国でその人自身

を差別してはいけないし、

どの国にも、悪い人ばかり

じゃないって分かったし、

そのほかにも悲しい思い

をしている子どもが、この

世界にはたくさんいると

思う。好きな人に好きだと

言いにくい社会はダメだ

なとも思いました。他にも、

たくさんの意見があって、

いろいろなことを考えるいい機会になったと思います。(１組)●人権意見発表会

を聞いて、私は人それぞれに違いや考えがあり、その一人一人を大切にすること

がとても大事だと改めて感じました。発表した人たちは、いじめや差別、偏見、

思いやりの大切さなどについて、自分の体験や考えをもとに話をしていて、とて

も心に残りました。特に、相手の立場になって考えることの大切さを学びました。

自分では何気なく言った言葉や行動でも、相手を傷つけてしまうことがあるので、

日 曜 ９月の行事予定 日課 給食 

1 火 
２学期始業式(①式②集会③学④学) 

※12:55 放課 
特 ○ 

2 水 
課題テスト（５時間日課） 

生徒会専門委員会 ※簡易清掃 14:45 放課 
50 ○ 

3 木  45 ○ 

4 金 SC 45 ○ 

5 土    

6 日    

7 月  45 ○ 

8 火  45 ○ 

9 水  45 ○ 

10 木 文化祭リハーサル      ※12:55 放課 45 〇 

11 金 文化祭      ※給食なし 12:20 放課 特 × 

12 土     

13 日    

14 月 文化祭予備日 45 ○ 

15 火  45 〇 

16 水  45 ○ 

17 木 資源ゴミ回収 50 ○ 

18 金 資源ゴミ回収             SC 45 ○ 

19 土        

20 日    

21 月 敬老の日   

22 火 国民の休日   

23 水 秋分の日   

24 木  45 ○ 

25 金 
第２回英語検定(放課後)   ※簡易清掃  

※15:00 放課 
45 ○ 

26 土    

27 日    

28 月 ２年生救急救命講習(②～④で１クラスずつ) 45 ○ 

29 火  45 ○ 

30 水  45 ○ 

１０月の予定 

 2 日(金) 生徒会専門委員会 

9 日(金) ４時間日課 ②IBA 英語能力向上事業 

     ③④平和学習(語り部来校) 

15 日(木)16 日(金) ２学期中間テスト  

20 日(火)21 日(水) 資源ゴミ回収 

22 日(木) 合唱コンクール（オープンスクール） 

23 日(金) 県中学校教育研究会【生徒臨時休校】 

１学期の終わりに、２年生全員で行われた人権作文意見発表会。一年

前の発表会も素晴らしい会でしたが、一年経って、発表者も司会者も、

発表を聴いているみなさんも、成長が見られ、さらに素晴らしい時間

となりました。各クラスから代表として２名ずつ、全員の前で発表し

てくれました。一人一人、内容は違っていても、思うことは一つ。「み

んなが幸せに暮らすために」素晴らしい時間を過ごすことが出来まし

た。 

🔥人権作文意見発表会 🔥 
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これからは今まで以上に相手の気持ちを考えて行動したいと思いました。また、

人権を守ることは特別なことではなく、日常のあいさつや声かけ、相手を認める

ことから始まるのだと思いました。今回の発表会を通して、私も周りの人を大切

にし、誰もが安心、安全に過ごせるようにしていきたいです。 (２組)●今回の人

権意見発表会は人権について考え直し、大切に思う一歩に近づいたと思います。

私はこの発表会で、考え、意見、感情、願いなどを持つ「人間」という同じ生き

物が偏見や差別など、その人の人権を踏みにじる行動をすることに疑問や怒りを

覚えました。しかし、こう思ったからこそ、自分の生活の中で「人権」というも

のを常に意識しているか、偏見や差別をしていないか、と自分を見直すきっかけ

になったと思います。だから、このきっかけを活かすようにこれからの生活でも、

「人権」を今まで以上に意識しようと思います。(２組)● 私は今回の人権意見発

表会を聞いて、６人の意見とともに自分の考えも深められたように感じます。特

に心に残ったのは「当たり前の苦しさ」と「いじめの定義について」です。私の

中では、確かに当たり前に常識という考え方になっていたと思います。でもよく

考えると、「○○さんのここが好き」というのは、否定してはならないことだと

思いました。その意見が尊重されてはじめて「人権」という権利が成立すると思

います。いじめの定義では、人それぞれ感性が違うことを改めて知りました。感

性は違う。だからこそ互いの考えを尊重するのが大切だと改めて感じました。こ

れからは互いのことを考え、決めつけず、互いによりよい関係を続けていきたい

です。(２組)●人権問題は、偏

見や自分の思い込みを押しつ

けることで深刻化していくの

だと改めて思いました。そし

て、それをなくすためには、視

野を広げることが大切だと思

います。障がいがあるから、人

とは違う考えだから、と嫌悪す

るのではなく、まずは話をして

みて、思いやることが、誰もつ

らい思いをしない世界への第

一歩だと気づかされたからです。世間で「当たり前」や「常識」にもおかしい部

分があると、「当たり前の苦しさ」の発表を聞いて実感しました。まずは、偏見

をなくし、思い込みを押しつけることがないように、よく考えていきたいです。 

(３組)● 僕は、この人権意見発表会の発表を聞いて気づいたことが２つあります。

一つ目は「偏見や差別意識を見直すには」の発表を聞いて、偏見や差別に対

する意識は気づくのが少し遅かったとしても、その後の行動が大切だということ

を知りました。また、そのような差別や偏見はエレベーターや道路ぞいなどの公

共の場にいるときにでも気づくことができるということを知りました。二つ目は

「当たり前の苦しさ」の発

表を聞いて、○○している

から女性、○○しているか

ら男性などの特有の偏見を

持ち、それに従ってしまう

のが差別なのだろうかと思

いました。さらに、好きなこ

と、好きなもの、食べ物や趣

味などでは性別を決めてし

まってはいけないと強く感

じました。その多くの人々

にとっての「当たり前」が一部の人々を苦しめてしまっているのだとタイトルを

見て感じました。この２つの偏見とは逆に、今は「ユニバーサルデザイン」や「多

様性」などの言葉があります。そのような偏見などにとらわれないこの言葉を大

切にしたいです。(３組)●一番心に残ったのが、「人種差別について」です。肌の

色が違うからとか、○○人だからという理由で差別して人を傷つけるのが本当に

ひどいと思いました。そ

の人がもしかしたら精

神的に病んでしまって、

死んでしまうかもしれ

ないとか考えないのか

なと思うぐらいひどい

言葉を使っている人が

いて、自分はこんな風に

なりたくないって思い

ました。国の話を、その

国の出身だからといっ

て、何の関係もない人を差別して、互いに良いことなんて何一つないし、そんな

事を子どもですらしていることがあるのは、教育や周囲の圧力とかがそうさせて

いるものがたくさんあるのが一番ダメだと思いました。（３組） 

 

 

 

 

 

 

 

 8 月 18 日（火）に

文化の森 21 世紀館

のイベントホールで、

「青少年非行防止並

びに少年の主張」中学

生生徒弁論大会が催

されました。徳島市の

中学校の代表者 20

名が、自分の思いを言

葉にのせて、発表しま

した。富田中学校から

は、○○○○○○さん

が、人権作文意見発表

会のときに発表してくれた内容を、しっかりと伝えてくれました。 

夏休みの間、学校で練習を重ね、事前に富田中の先生方に聞いていただき、ア

ドバイスをいただいて本番に臨みました。本番当日は、今までで一番といえるほ

ど、素晴らしい発表をしてくれました。○○さんの思いが、会場で聞いている全

ての人に届いたに違いありません。○○さん、素晴らしい発表をありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

 

「青少年非行防止並びに少年の

主張」中学生生徒弁論大会 

に参加しました 
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